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　　・情報発信・・・Ａプロジェクトで出来る範囲の検討が必要。サイクリング大会で絡めて実施か。

　・漁船タクシーと連携したりするのも面白い。
　・来年するなら「もりいち」をテーマとして各学区のポイントをまわれるようにするのはどうか。

　・参加者を親子に限定したことによって、自転車好きを取り込めなかったのではないか。
　・乗り方教室は、警察がやっているのはよく見るが自転車屋さんがやるような実践的なものは中々
　　見る機会がないので、もっと見たかった。
　・距離が短いと大人は来ないが、長くすると子どもは来れない。
　・自転車に乗るだけじゃなく、食べ物とか観光とか付加価値が必要。

　　・花壇づくり・・・のびのび木陰事業の木配布時期によって植樹祭の実施時期を３月か４月か決定。

　　・横断幕・・・ピエリ守山に確認（地域振興課坪内課長依頼済み）

増やすか、何で付加価値を高めるか検討していく。

　○実施項目

　　・自転車・・・次回の大会コースの選定と参加人数をどうやって増やすか。

　　・横断幕・・・ピエリ守山と連携。

　○課題

会議名： ふるさとづくり委員会　A守山の北の玄関おもてなしプロジェクトグループ会議

議題 サイクリング大会反省、今年度の課題と次年度の課題

会議要旨

速野会館　　２階　大会議室

今井　孝雄、猪飼　正成、山岡　龍二、森神　亨、宮川　美紀子

速野会館　金森館長、飯田主事

別紙参照

○28年度計画

次回以降に
ついて

横断幕の相談、植樹祭の決定、サイクリング大会の相談

内容

次年度の計画決定事項

　・各自治会で何人以上として強制的に動員するのはどうか。あまり人数が少ないのは盛り上がりに

⇒来年度もサイクリング大会を実施する。その際には今回の反省を活かして、参加人数をどうやって

　　・花壇づくり・・・場所を県有地に決定。

　・安心して走ることができるコースの選定も必要。
　・レンタサイクルと連携し、駅周辺の人も来られるようにするのはどうか。

≪サイクリング大会の反省≫

　　・サイクリング大会の実施。

　　欠ける。

≪今年度の課題と次年度の計画≫

　　・湖岸振興会、木浜地区保全整備地域協議会との連携・・・ブルーギル撲滅大会、会議の傍聴。

　　①自転車・・・サイクリング大会実施。
　　　　※検討必要事項：実施時期、誰を対象にするか、付加価値、強制動員等
　　②横断幕・・・ピエリ守山が出来ない場合は、Ａプロジェクトでの実施検討。
　　③花壇・・・のびのび木陰事業次第で28年度の実施か。草取り等の管理。

　　④連携・・・ゴミゼロでの湖岸振興会との連携、木浜地区保全整備地域協議会の会議傍聴。
　　　　※ネオベラヴィータ自治会の生ゴミ処理機から土をいくらか貰う。その他必要物購入。


